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緑の少年団による植樹活動（つつじヶ丘農村公園にて）
　４月２９日に宇城植樹祭が開催され､緑の少年団によりツツジ３０
本が植樹されました。少年団は、緑とのふれあいを通じ、健全な
育成を助長することを目的として、小学校単位で宇土東、網津、
網田の３団体が活動を行っています。

市内交流ジュニアサッカー大会
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条　
　

例　

　◆
宇
土
市
地
域
公
共
交
通
会
議
設
置

条
例
に
つ
い
て

　

市
民
生
活
に
必
要
な
バ
ス
な
ど
の
乗

合
旅
客
運
送
や
公
共
交
通
政
策
に
関
し
、

関
係
者
に
よ
る
協
議
機
関
を
設
置
す
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

　
　◆

宇
土
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
「
就
学
前

２０

１０

児
童
ま
で
」
を
対
象
と
し
て
い
る
医
療

費
の
助
成
を
「
小
学
３
年
生
ま
で
」
に

引
き
上
げ
る
た
め
、
新
た
に
制
定
す
る

も
の
。

　

対
象
者　

６
歳
（
小
学
１
年
生
）
か

ら
９
歳
（
小
学
３
年
生
）
ま
で

　

助
成
額　

通
院
の
場
合
は
、
一
部
負

担
金
の
額
か
ら
１
千
円
を
控
除
し

た
額

　
　

入
院
の
場
合
は
、
一
部
負
担
金
の

額
か
ら
２
千
円
を
控
除
し
た
額

◆
宇
土
市
長
浜
福
祉
館
条
例
に
つ
い

て

　

旧
長
浜
保
育
園
を
、
児
童
の
健
全
育

成
や
老
人
福
祉
等
の
向
上
な
ど
総
合
的

な
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

◆
宇
土
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
運
営
に
あ
た
り
、
市
が
処

理
す
る
事
務
や
保
険
料
等
に
か
か
る
所

要
の
事
項
を
規
定
す
る
た
め
、
制
定
す

る
も
の
。

◆
宇
土
市
轟
泉
資
料
館
条
例
に
つ
い

て

　

轟
泉
資
料
館
を
、
公
の
施
設
と
し
て

条
例
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

◆
宇
土
市
情
報
公
開
条
例
及
び
宇
土

市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

　

情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
電
磁
的
記

録
に
よ
る
情
報
の
開
示
方
法
を
拡
充
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は
録
音
テ
ー
プ
に
よ

る
情
報
の
開
示
方
法
に
つ
い
て
、「
視

聴
の
み
」
と
し
て
い
た
も
の
に
「
写
し

の
交
付
」
を
追
加
す
る
も
の
。

◆
宇
土
市
保
育
所
負
担
金
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

所
得
税
の
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
、

税
源
移
譲
に
よ
る
税
率
等
が
改
め
ら
れ

た
た
め
、
保
育
料
に
対
応
す
る
所
得
税

額
の
区
分
を
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
保

育
料
を
現
行
の
水
準
で
維
持
す
る
も
の
。

　

人　
　

事　

◆
宇
土
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

太
田　

龍
生
氏

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

村
上　

暎
隆
氏

　

富
永
セ
イ
子
氏

　第１回定例会を３月４日から２１日まで１８日間の会期で開催しました。
　市長提出議案として、平成２０年度一般会計予算など予算関係１９件、宇土市こど
も医療費助成など条例関係２１件、専決処分の報告及び承認関係１件、宇土市副市
長の選任など人事案件３件、その他４件、議員提出議案として、道路整備財源の
確保に関する意見書及び要望書などの３件が上程され、いずれも原案のとおり決
定しました。なお、議案の主なものは下記のとおりです。

平成 20平成 20年年 3月定例3月定例会会



３ 平成２０年５月１５日

　

契　
　

約　

◆
鹿
児
島
本
線
宇
土
駅
構
内
自
由
通
路
新
設
工
事
の
施
行
に
関

す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

目　

的
宇
土
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業

に
伴
う
自
由
通
路
整
備
委
託

協
定
金
額

５
億
６
５
３
２
万
２
千
円

協
定
の
相
手
方

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長

 

石
原　

進

◆
宇
土
市
民
会
館
耐
震
補
強
等
改
修
建
築
工
事
の
変
更
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成　

年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
で
承
認
が
あ
っ
た
工
事
請

１９

負
契
約
に
つ
い
て
、
設
計
内
容
の
変
更
に
伴
い
契
約
額
の
増
額

が
必
要
と
な
る
た
め
、
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

　

変
更
前
契
約
金
額　

１
億
９
６
１
４
万
円

　

変
更
後
契
約
金
額　

２
億
１
２
７
７
万
８
９
６
１
円　

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概

概
概
概

◆平成２０年度宇土市一般会計当初予算
　予算総額は１３７億円で、前年度当初予算と比較すると、金額で５００万円の減額となっています。

歳出概要の主なもの予算額（千円）費　目
議会運営に伴う経費１７３，４２７議 会 費
地域総合整備資金貸付事業、交通安全対策事業、市制
施行５０周年記念式典経費１，７９１，８８０総 務 費

障害者福祉サービス事業、私立保育所運営費負担金、
後期高齢者医療広域連合負担金４，１９８，０３０民 生 費

エコライフ計画推進事業、浄化槽設置事業、廃棄物減
量化対策事業１，０２２，２８１衛 生 費

元気な地域づくり交付金事業、宇土北部３期農道整備
事業、漁業集落環境整備事業６１０，５４１農林水産業費

中小企業等預託融資事業、悪質商法被害防止事業、地
域職業相談室設置事業３３５，９２７商 工 費

臨時地方道整備事業、宇土駅周辺地区整備事業、公共
下水道事業特別会計繰出金１，４４０，９０６土 木 費

宇城広域連合負担金、耐震性貯水槽設置工事経費、小
型動力ポンプ付積載車購入経費４７１，２７１消 防 費

史跡宇土城跡保存整備事業、鶴城中学校耐震補強改修
事業、住吉中学校バリアフリー化事業１，４７０，４６４教 育 費

公的資金補償金免除繰上償還２，１６５，２６０公 債 費

平成２０年度　一般会計当初予算　１３７億円
特別会計（１０会計）　　　９１億　　３４万５千円
企業会計（上水道）　　　５億８，９２５万２千円
※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計
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行
財
政
改
革
に
つ
い
て 

西
山
議
員　

宇
土
市
財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン

の
効
果
及
び
第
６
次
行
革
大
綱
に
お
け
る
３
つ

の
数
値
目
標
の
状
況
に
つ
い
て
。

田
口
市
長　

財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
、
市
議
会
は
も
と
よ
り
市
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
歳
入
歳
出
両
面
に
わ
た
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
計
画
以
上
の
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
行
革
大
綱
の
３
つ
の
数

値
目
標
に
つ
い
て
、
職
員
数
の
削
減
に
つ
い
て

は
計
画
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。
市

税
徴
収
率
に
つ
い
て
は
３
年
連
続
で
目
標
値
を

達
成
し
て
お
り
、
今
年
度
も
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

若
干
目
標
値
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
期
間
中
で

の
達
成
は
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

西
山
議
員　

今
回
策
定
さ
れ
る
食
育
推
進
計
画

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
。

田
口
市
長　

市
民
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
活
力
あ
る
社
会
づ
く
り
を
基
本
理
念
と

し
て
、
そ
の
方
向
性
、
目
標
数
値
の
設
定
、
具

体
的
な
活
動
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

西
山
議
員　

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め

の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
。

田
口
市
長　

市
民
へ
の
周
知
を
図
り
な
が
ら
、

集
団
健
診
の
場
所
を
各
校
区
毎
に
増
や
す
等
、

健
診
が
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

安
全
な
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

西
山
議
員　

自
主
防
災
組
織
の
整
備
状
況
と
危

険
箇
所
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
。

田
口
市
長　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
現
在

　

％
の
組
織
率
で
あ
る
が
、
早
期
１
０
０
％
達

６８成
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
く
。
危
険
箇
所
の
整

備
に
つ
い
て
は
各
改
修
期
成
会
や
他
自
治
体
と

の
協
力
の
も
と
に
、
積
極
的
な
要
望
活
動
を
継

続
し
て
い
く
。

西
山
議
員　

交
通
安
全
対
策
強
化
の
た
め
に
交

通
指
導
員
の
増
員
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

田
口
市
長　

よ
り
一
層
の
交
通
安
全
対
策
強
化

の
た
め
に
、
交
通
指
導
員
の
増
員
も
一
つ
の
方

法
で
は
あ
る
。
併
せ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

交
通
安
全
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

西
山
議
員　

エ
コ
ラ
イ
フ
計
画
を
策
定
し
、
市

民
レ
ベ
ル
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
計
画
内
容
に
つい
て
伺
い
た
い
。

田
口
市
長　

エ
コ
ラ
イ
フ
計
画
書
の
中
に
「
環

境
家
計
簿
」
や
「
ご
み
出
し
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
改

訂
版
」
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
地
球
環
境
保
全

活
動
事
業
を
は
じ
め
、
各
家
庭
で
の
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

快
適
な
都
市
空
間
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

西
山
議
員　

高
齢
者
に
優
し
い
安
全
安
心
な
住

環
境
整
備
と
し
て
、
市
営
団
地
へ
の
火
災
報
知

器
の
設
置
や
手
す
り
の
設
置
等
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
。

田
口
市
長　

入
居
者
の
要
望
や
訪
問
看
護
師
等

の
意
見
を
参
考
と
し
て
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

設
置
や
段
差
解
消
等
を
行
っ
て
い
る
。
火
災
報

知
器
の
設
置
は
、
平
成　

年
度
ま
で
に
、
全
て

２２

に
設
置
を
完
了
す
る
。
ま
た
３
階
建
て
以
上
の

市
営
団
地
の
屋
外
階
段
の
手
す
り
設
置
は
平
成

　

年
度
中
に
整
備
終
了
の
予
定
で
あ
る
。

２０
個
性
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

西
山
議
員　

農
水
産
業
従
事
者
の
所
得
向
上
と

今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
。

田
口
市
長　

用
排
水
施
設
や
農
道
の
整
備
等
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

等
の
農
政
改
革
三
対
策
の
推
進
を
図
り
、
農
業

経
営
の
安
定
と
所
得
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

開
か
れ
た
市
政
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

西
山
議
員　

市
長
へ
の
直
行
便
に
つ
い
て
。

田
口
市
長　

３
月
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
の
市
政

に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案
を
聞
く
制
度
と
し

て
新
た
に
設
け
た
。
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い

し
た
い
。

西
山
議
員　

積
極
的
な
情
報
発
信
の
方
法
と
し

て
、
定
例
記
者
会
見
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

田
口
市
長　

本
市
に
は
記
者
ク
ラ
ブ
が
な
い
た

め
、
現
在
は
熊
日
新
聞
と
連
携
し
て
媒
体
に
載

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
、
具
体
的
な
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

文
化
を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

西
山
議
員　

網
田
小
中
一
貫
教
育
の
成
果
を
今

後
、
宇
土
市
の
学
校
教
育
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
る
の
か
。

木
下
教
育
長　

計
算
力
、
集
中
力
、
情
報
を
処

理
す
る
能
力
を
高
め
る
成
果
の
あ
っ
た
、
そ
ろ

ば
ん
の
時
間
を
平
成　

年
度
は
緑
川
小
、
網
津

２０

小
の
３
年
生
か
ら
６
年
生
、
住
吉
中
の
１
年
生

を
対
象
に
拡
げ
て
い
く
。

西
山
議
員　

学
校
施
設
整
備
の
基
本
方
針
に
つ

い
て
。

木
下
教
育
長　

宇
土
小
、
網
津
小
の
改
築
事
業

に
あ
た
り
、
学
校
改
築
事
業
基
本
方
針
を
策
定

し
、
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
等
９
項
目
に

つ
い
て
、
基
本
設
計
時
に
検
討
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
ま
た
基
本
設
計
案
の
検
討
組
織
と
し

て
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
住
民
等
で
改
築
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
意
見
要
望
を
伺
っ
て

い
く
。

西
山
議
員　

学
校
給
食
食
材
の
検
収
等
品
質
検

査
体
制
と
調
理
現
場
及
び
搬
送
時
の
安
全
衛
生

管
理
に
つ
い
て
。

木
下
教
育
長　

学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
に

基
づ
き
、
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。
今
後

も
食
材
の
安
全
性
と
安
全
衛
生
対
策
の
強
化
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

施
政
方
針
、
教
育
行
政
の
方
針
に
つ
い
て

交通指導員に見守られ登校する児童達

西
山
誠
一
議
員

（
愛
市
同
友
会
）

代表質問



５

一般質問

平成２０年５月１５日

大雨により氾濫した河川

災害に備え日頃の訓練を

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
対
策
に
つ
い
て　
　
　
　

上
村
議
員　

地
球
温
暖
化
や
異
常
気

象
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
施
策
を
市

と
し
て
自
主
的
・
積
極
的
に
進
め
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者

や
障
害
者
に
対
し
て
、
災
害
時
に
備

え
、
実
践
的
な
避
難
訓
練
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

山
本
総
務
企
画
部
長　

毎
年
、
梅
雨

時
期
を
前
に
６
月
の
広
報
う
と
で
は

避
難
所
の
設
置
場
所
及
び
避
難
所
で

の
注
意
事
項
等
掲
載
し
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
本
年
度
は
梅
雨
時
期
に
は

各
世
帯
へ
最
新
の
防
災
マ
ッ
プ
を
配

布
す
る
。
災
害
弱
者
（
高
齢
者
・
独

居
老
人
等
）
に
つ
い
て
は
、
各
行
政

区
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
で
の
協

力
体
制
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
、

計
画
す
る
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
に

お
い
て
も
、
避
難
誘
導
を
含
め
た
訓

練
内
容
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
災
害

時
援
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
に
つ

い
て
は
現
在
、
福
祉
課
・
保
険
課
・

自
治
振
興
課
・
土
木
課
に
社
会
福
祉

協
議
会
を
加
え
た
庁
内
検
討
委
員
会

を
昨
年
５
月
に
立
ち
上
げ
て
検
討
を

進
め
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き

要
援
護
者
の
避
難
支
援
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
策
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
議
員　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
京
都
議
定
書
制
定
か
ら　

年
が

１０

経
つ
。
重
要
性
を
理
解
し
、
市
や
住

民
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
を
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
、
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
重
要
で
あ
る
が
、
市
の
計
画
書
の

中
に
は
、
市
民
が
読
ん
で
も
意
味
不

明
な
文
章
や
、
実
行
さ
れ
て
い
な
い

項
目
が
あ
る
。
早
急
に
対
処
す
べ
き

で
あ
る
。

池
田
市
民
環
境
部
長　

環
境
基
本
計

画
書
の
内
容
は
、
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
市
民
が
こ
の
計
画
の

施
策
の
対
象
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違

い
な
い
。
そ
こ
で
、
当
課
は
平
成　
１６

年
度
か
ら
婦
人
会
、
老
人
会
等
の
市

民
及
び
小
中
学
校
に
環
境
学
習
を
進

め
て
お
り
、
環
境
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
い
る
。

上
村
雄
二
郎
議
員

（
無
所
属
）



６

一般質問

うと市議会だより　第２１号

男女共同参画をテーマにした寸劇

男女共同参画社会の実現に向けて

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

に
つ
い
て 

芥
川
議
員　
「
宇
土
市
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
」
に
お
い
て
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
の
推

進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
拠
点
の
整
備
に
対

す
る
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
本
市
を

「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」
の
宣

言
へ
。

山
本
総
務
企
画
部
長　

毎
年
、
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
と

し
て
、
各
講
座
も
開
催
し
、
会
場
等

の
確
保
に
努
め
、
学
習
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
今
後
、
男
女
共
同
参
画

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
を
中
心
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
市
民

の
皆
さ
ま
へ
の
な
お
一
層
の
啓
発
が

進
む
よ
う
に
男
女
共
同
参
画
宣
言
都

市
へ
の
宣
言
も
検
討
し
て
い
く
。

芥
川
議
員　

子
育
て
中
の
家
庭
の
負

担
を
軽
減
し
よ
う
と
、
買
い
物
等
に

割
引
や
特
典
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
、
企
業
の
協
賛
に
よ
っ
て

実
施
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、

本
市
で
の
実
施
状
況
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
。

朽
木
健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
の

「
く
ま
も
と
子
育
て
応
援
の
店
・
企

業
推
進
事
業
」
の
登
録
は　

店
舗
で
、

１５

ま
だ
少
な
く
周
知
等
も
不
足
し
て
い

る
。
今
後
は
、
県
と
の
連
携
や
庁
内

関
係
各
課
と
の
協
議
等
を
行
い
、
市

内
企
業
や
店
舗
に
対
し
、
事
業
の
啓

発
及
び
協
力
を
お
願
い
し
て
、
事
業

の
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て

芥
川
議
員　

本
市
の
道
路
特
定
財
源

の
内
訳
、
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
た

場
合
の
本
市
へ
の
減
収
額
と
本
市
へ

の
影
響
に
つ
い
て
。
ま
た
、
暫
定
税

率
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

山
本
総
務
企
画
部
長　

本
市
の
道
路

特
定
財
源
は
、
平
成　

年
度
決
算
ベ

１８

ー
ス
で
総
額
２
億
４
、
７
５
９
万
２

千
円
。
廃
止
す
れ
ば
財
源
は
１
億
１
、

５
０
０
万
円
不
足
し
、
福
祉
や
教
育

等
の
他
の
事
業
の
縮
小
、
凍
結
、
見

直
し
が
迫
ら
れ
る
。
生
活
に
必
要
な

道
路
整
備
や
維
持
管
理
を
進
め
る
上

で
も
、
暫
定
税
率
の
維
持
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

芥
川
議
員　

文
部
科
学
省
が
新
年
度

事
業
と
し
て
、
地
域
全
体
で
学
校
教

育
を
支
援
し
、
教
員
が
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
、

全
国
規
模
で
展
開
し
よ
う
と
計
画
し

て
い
る
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
事
業
」
を
本
市
で
実
施
す
る
予

定
は
あ
る
か
。

宮
田
教
育
部
長　

こ
の
事
業
は
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
学

習
支
援
や
部
活
動
指
導
、
環
境
整
備
、

登
下
校
安
全
指
導
な
ど
学
校
運
営
を

支
援
し
て
い
た
だ
く
有
意
義
な
事
業

と
考
え
る
。
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

芥
川
幸
子
議
員

（
公
明
党
）



７

一般質問

平成２０年５月１５日

市民を対象としたガン検診（保健センターにて）

市民の健康づくりと介護医療の環境の充実を

介
護
・
医
療
の
環
境
充
実
を

西
山
議
員　

介
護
・
医
療
系
の
病
院

　

万
床
の
う
ち　

万
床
が
削
減
さ
れ
、

３８

２３

老
健
や
福
祉
施
設
等
へ
の
転
換
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
社
会

を
取
り
巻
く
施
設
の
環
境
整
備
が
心

配
さ
れ
る
。
特
に
有
料
の
老
人
ホ
ー

ム
の
需
要
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
本
市
の
実
状
は
。

朽
木
健
康
福
祉
部
長　

高
齢
化
が
さ

ら
に
進
む
こ
と
に
よ
り
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
更

に
高
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

介
護
付
老
人
ホ
ー
ム
が
１
ヶ
所
、
そ

の
他
の
老
人
ホ
ー
ム
が
６
ヶ
所
あ
り
、

１
ヶ
所
が
建
設
中
で
あ
る
。

西
山
議
員　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
実

態
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
。

朽
木
健
康
福
祉
部
長　

県
よ
り
届
出

さ
れ
た
施
設
毎
の
「
重
要
事
項
説
明

書
等
」
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
て
い

る
。
施
設
概
要
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

医
療
機
関
と
の
協
力
体
制
、
職
員
体

制
な
ど
基
本
的
な
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

西
山
議
員　

施
設
の　

時
間
の
サ
ー

２４

ビ
ス
内
容
、
専
門
医
療
機
関
と
の
連

携
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
施
設
の
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
的
確
な
情
報
の
提
供
が
必
要
で
は
。

朽
木
健
康
福
祉
部
長　

県
よ
り
通
知

さ
れ
る
施
設
毎
の
情
報
の
ほ
か
、
各

施
設
と
の
連
携
に
よ
っ
て
利
用
者
や

家
族
の
た
め
に
必
要
と
な
る
的
確
で

詳
細
な
情
報
を
集
め
提
供
し
た
い
。

受
診
率
１
０
０
％
を
目
標

に
生
活
習
慣
病
の
予
防
を　

西
山
議
員　

４
月
か
ら
始
ま
る
新
制

度
の
「
特
定
健
診
」
に
つ
い
て
、
受

診
率
の
如
何
に
よ
っ
て
は
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
が
科
せ
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
現
行
制
度
の
受
診
率
を
踏
ま
え

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

朽
木
健
康
福
祉
部
長　

新
制
度
で
は

　

歳
〜　

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

４０

７４

者
、
約
８
千
人
を
対
象
に
受
診
率　
６５

％
以
上
を
目
標
値
と
し
て
、
最
大
幅

で
約
１
億
円
が
加
算
ま
た
は
減
算
が

予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
行
制
度
の

受
診
率
は
算
定
基
準
が
異
な
る
が
、

平
成　

年
度
で
約　

％
と
な
っ
て
い

１９

３５

る
。

西
山
議
員　

受
診
率
向
上
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
は
。

朽
木
健
康
福
祉
部
長　

本
年
４
月
に

は
全
市
民
を
対
象
と
し
た
「
ガ
ン
検

診
」
が
従
来
通
り
実
施
さ
れ
る
。
７

月
頃
か
ら
新
制
度
に
よ
る
特
定
健
診

の
集
団
健
診
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
宇
土
保
健
セ
ン
タ
ー
、
網
田
、

網
津
の
３
ヶ
所
で
行
っ
て
い
た
も
の

を
７
小
学
校
区
に
検
診
車
を
巡
回
さ

せ
た
り
、
土
、
日
で
の
実
施
や
時
間

の
延
長
な
ど
、
受
診
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
り
た
い
。
ま
た
各
種
団
体
の

協
力
を
い
た
だ
き
啓
発
に
も
努
め
た

い
。

西
山
宗
孝
議
員

（
新
世
紀
ク
ラ
ブ
）



８

一般質問

うと市議会だより　第２１号

楽しい給食の時間（花園小学校にて）

子ども達に安全、安心な給食を提供するために

冷
凍
加
工
食
品
を
減
ら
し
、

よ
り
安
全
安
心
な
給
食
を　

福
田
議
員　

昨
年
は
、
食
品
表
示
違

反
や
産
地
偽
装
な
ど
が
各
地
で
発
覚

し
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
。

今
年
は
、
新
年
早
々
、
中
国
製
の
冷

凍
ギ
ョ
ー
ザ
に
よ
る
中
毒
事
件
が
発

生
し
大
き
な
被
害
が
で
て
い
る
。
こ

う
し
た
事
件
に
対
し
、
国
の
食
糧
行

政
に
対
す
る
国
民
の
不
信
や
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
。
同
時
に
「
食
の
安

全
・
安
心
」
に
対
す
る
関
心
も
高
ま

り
食
糧
自
給
率
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
声
も
強
ま
っ
て
い
る
。
特
に
、
小

中
学
校
に
児
童
、
生
徒
を
も
つ
家
庭

か
ら
「
学
校
の
給
食
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
」、「
冷
凍
食
品
の
使
用
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
教
育
委
員

会
と
し
て
給
食
の
安
全
、
安
心
の
た

め
、
ど
う
取
り
組
ま
れ
て
き
た
の
か
。

冷
凍
食
品
や
地
元
農
産
物
は
ど
う
使

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

宮
田
教
育
部
長　

全
て
の
食
材
に
つ

い
て
、
業
者
か
ら
の
納
入
時
に
、
栄

養
士
２
名
が
立
会
い
を
行
い
、
品
質
、

数
量
等
の
検
査
を
し
、
食
品
サ
ン
プ

ル
を
取
り
、
２
週
間
の
保
管
を
行
っ

て
い
る
。
冷
凍
加
工
食
品
は
、
国
内

で
製
造
さ
れ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
ケ
チ
ャ

ッ
プ
あ
え
等
６
品
目
を
献
立
と
し
て

３
日
に
１
回
程
度
使
用
し
て
い
る
。

地
元
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
熊

本
う
き
を
通
じ
て
米
や
ト
マ
ト
な
ど

７
品
目
を
使
用
し
て
い
る
。

福
田
議
員　

子
ど
も
達
に
、
よ
り
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、
冷
凍
加
工
食
品
を
減
ら
し
、

地
元
産
の
新
鮮
な
食
材
を
増
や
す
な

ど
の
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、

教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

宮
田
教
育
部
長　

今
後
は
、
地
元
農

産
物
の
使
用
増
加
に
向
け
安
定
的
、

継
続
的
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
行
政
、

生
産
者
団
体
、
直
売
所
等
と
の
協
議

を
行
い
、
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
に
お
い
て
も
供
給
体
制
の
見
直
し

や
地
元
農
産
物
の
納
入
方
法
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
で
き
る

限
り
素
材
か
ら
調
理
す
る
こ
と
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
が
、
現
状
で
は
冷

凍
加
工
食
品
を
使
用
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
運
営
委
員
会

や
専
門
委
員
会
で
定
期
的
に
協
議
し
、

熊
本
県
学
校
給
食
会
へ
も
検
査
計
画

や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

福
田
議
員　

こ
の
他
に　

歳
以
上
の

７５

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
に
高
い
保
険
料

を
押
し
付
け
、
医
療
差
別
を
行
う
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
を
国
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
等
の
質
問

を
し
た
。

福
田
慧
一
議
員

（
日
本
共
産
党
）



９

一般質問

平成２０年５月１５日

心のこもった給食づくり（給食センターにて）

子ども達の食の安全を守るため地産地消を

学
校
給
食
法
の
改
正
の
概
要 

村
田
議
員　

文
部
科
学
省
は
学
校
給

食
法
の
改
正
に
関
す
る
検
討
経
過
の

報
告
書
を
公
表
し
た
。
そ
の
中
で
学

校
給
食
法
を
大
幅
に
見
直
し
、
食
育

基
本
法
と
の
整
合
性
を
取
り
、
地
元

農
産
物
を
積
極
的
に
使
う
必
要
性
を

指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
概
要
は
。

宮
田
教
育
部
長　

２
０
１
０
年
度
ま

で
に
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産
物
利

用
を　

％
以
上
と
す
る
目
標
数
値
が

３０

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
食

育
基
本
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
伝
統
文

化
を
学
ぶ
観
点
も
重
視
し
、
地
元
で

昔
か
ら
使
わ
れ
る
食
材
を
給
食
に
活

か
す
こ
と
と
、
生
産
者
と
の
交
流
や

生
産
現
場
で
の
体
験
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。

村
田
議
員　

２
０
１
０
年
度
ま
で
に

地
元
農
産
物
利
用
を　

％
以
上
と
い

３０

う
こ
と
で
あ
る
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー

で
使
用
し
て
い
る
農
産
物
の
年
間
使

用
量
に
対
す
る
地
元
農
産
物
の
利
用

状
況
は
。

宮
田
教
育
部
長　

①
生
鮮
野
菜
に
つ

い
て
は
宇
土
市
内
の
納
入
業
者
を
通

じ
て
田
崎
市
場
よ
り
購
入
し
て
い
る
。

平
成　

年
度
実
績　

品
目
②
冷
凍
野

１８

１４

菜
は
県
学
校
給
食
会
等
よ
り
５
品
目

③
地
元
農
産
物
は
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ

ー
よ
り
７
品
目
④
地
元
農
産
物
の
利

用
率
は
（
米
・
冷
凍
野
菜
を
除
く
）

全
体
購
入
量　

、
３
９
２
㎏
に
対
し
、

７１

地
元
農
産
物
２
、
４
２
２
㎏
で
、
そ

の
利
用
率
は
３
・
４
％
で
あ
る
。

学
校
給
食
食
材
の
食
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
成　

村
田
議
員　

最
近
、
中
国
産
の
生
鮮

野
菜
、
冷
凍
野
菜
、
加
工
食
品
等
か

ら
残
留
農
薬
、
殺
虫
剤
等
の
混
入
問

題
が
発
生
し
、
保
護
者
の
不
安
が
広

ま
り
、
食
へ
の
安
全
性
に
対
す
る
関

心
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
学
校

給
食
法
に
お
け
る
２
０
１
０
年
度
ま

で
に
地
元
農
産
物　

％
以
上
の
目
標

３０

達
成
の
た
め
、
健
康
、
安
全
、
安
心
、

新
鮮
な
農
産
物
の
生
産
、
出
荷
集
荷

体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
様
々
な
課

題
、
例
え
ば
①
生
産
、
出
荷
計
画
を

誰
が
立
案
す
る
の
か
。
②
生
産
管
理

指
導
を
誰
が
行
う
の
か
。
③
生
産
、

出
荷
、
集
荷
業
務
を
誰
が
担
う
の
か
。

④
生
産
、
出
荷
計
画
と
給
食
セ
ン
タ

ー
の
利
用
計
画
の
調
整
。
⑤
農
・
商

・
工
と
の
連
携
等
を
副
市
長
、
教
育

長
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
及
び
出

荷
組
合
、
納
入
業
者
、
教
育
委
員
会
、

経
済
部
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
、
そ
の
見
解
は
。

田
口
市
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
し
検
討
す
る
。

村
田
議
員　

な
お
、
地
方
自
治
体
の

財
政
状
況
を
４
つ
の
指
標
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て
も

質
問
し
た
。

村
田
宣
雄
議
員

（
無
所
属
）



１０

一般質問

うと市議会だより　第２１号

宇土小学校の子ども達

世界にはばたく教育立市を目指し

世
界
に
は
ば
た
く
教
育
立

市
に
つ
い
て 

九
谷
議
員　

市
長
の
年
頭
の
挨
拶
の

中
で　

市
の
中
で
唯
一
具
体
的
な
マ

１４

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
「
世
界
に
は
ば
た
く

教
育
立
市
」
発
言
が
あ
っ
た
が
、
教

育
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

木
下
教
育
長　

一
昨
年　

年
ぶ
り
に

６０

国
の
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
関
係

法
も
変
わ
り
、
ま
も
な
く
新
し
い
学

習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
る
。
４
月

か
ら
日
本
の
新
し
い
教
育
が
始
ま
り

学
校
現
場
へ
の
対
応
に
教
育
長
と
し

て
そ
の
役
割
を
果
た
す
覚
悟
で
あ
る
。

今
回
、
市
長
の
「
教
育
立
市
」
発
言

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
使
命
感
と
重

い
責
任
に
克
己
心
や
情
熱
を
奮
い
起

こ
さ
れ
た
思
い
が
し
て
い
る
。
併
せ

て
市
長
の
彗
眼
に
、
教
育
長
と
し
て

あ
り
が
た
く
思
う
と
と
も
に
教
育
行

政
の
更
な
る
充
実
に
向
け
て
邁
進
し

て
い
く
。
そ
の
昔
、
我
が
宇
土
支
藩

の
細
川
興
文
公
は
温
知
館
を
創
立
し
、

こ
こ
で
学
ん
だ
上
羽
勝
衛
は
鶴
城
学

館
の
設
立
を
委
ね
ら
れ
館
長
に
就
任

し
、
時
代
の
要
請
に
適
合
し
た
教
育

理
念
の
も
と
魅
力
的
な
教
育
が
実
践

さ
れ
た
。
こ
の
学
び
舎
か
ら
小
畑
惟

清
（
日
本
医
師
会
長
・
日
本
産
婦
人

科
学
会
長
）
黒
瀬
弘
志
（
山
梨
県
知

事
）
近
藤
民
雄
（
明
治
大
学
総
長
）

な
ど
多
士
済
々
が
巣
立
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
宇
土
の
地
は
徳
川
時
代
か

ら
教
育
に
熱
心
な
土
地
柄
で
寺
子
屋

や
家
塾
が
普
及
発
達
し
、
明
治
に
は

熊
本
県
下
で
は
じ
め
て
の
幼
児
教
育

施
設
と
し
て
宇
土
幼
稚
園
を
開
設
し

て
い
る
。
こ
の
宇
土
市
の
風
土
や
歴

史
・
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用

し
、
温
故
知
新
の
気
風
を
大
切
に
し

て
宇
土
市
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
教

育
活
動
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。
こ
れ
ま
で
の
宇
土
市
教
育
の

伝
統
と
実
績
の
上
に
、
時
世
に
合
っ

た
構
想
を
練
り
直
し
、
新
し
い
「
宇

土
市
教
育
」
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

九
谷
議
員　

教
育
委
員
会
は
、
今
後
、

「
教
育
立
市
」
実
現
に
向
け
て
の
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
い
て
い
く
の

か
。

木
下
教
育
長　

温
故
知
新
の
心
で
宇

土
の
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
て
、

そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
た
教
育
を
目
指

し
て
い
く
。
ま
ず
は
教
育
委
員
会
そ

の
も
の
が
活
性
化
す
べ
く
、
主
体
性

を
も
っ
て
活
発
に
運
営
し
て
い
く
。

ま
た
地
域
の
方
々
に
叡
智
を
求
め
、

教
育
施
設
や
指
導
体
制
の
充
実
は
も

と
よ
り
地
域
社
会
全
体
で
常
に
「
教

育
立
市
」
を
念
頭
に
地
域
教
育
活
動

を
展
開
し
、
同
時
に
公
共
心
や
郷
土

愛
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教

育
を
目
指
し
て
い
く
。

九
谷
新
吾
議
員

（
無
所
属
）



１１ 平成２０年５月１５日

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
関
係
７

議
案
、
予
算
関
係
２
議
案
で
あ
り
ま
す
。

　

議
案
等
の
審
査
の
過
程
に
お
い
て
論
議
さ

れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

委
員
か
ら
、　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１９

（
第
５
号
）
で
、
歳
入
予
算
と
し
て
資
源
ご
み

有
価
物
料
金
８
０
０
万
円
が
増
額
補
正
さ
れ

て
い
る
が
、
有
価
物
に
転
化
し
た
品
目
は
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、

執
行
部
か
ら
、　

年
度
は
逆
有
価
物
と
し
て
、

１８

透
明
ビ
ン
、
茶
色
ビ
ン
、
そ
の
他
の
ビ
ン
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
白
色
ト
レ
ー
・
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
、
蛍
光
管
に
処
理
費
が
掛
か
っ
て
い

た
が
、
そ
の
中
で　

年
度
に
お
い
て
は
、
そ

１９

の
他
の
ビ
ン
、
蛍
光
管
以
外
が
、
有
価
物
に

転
じ
た
た
め
増
額
補
正
を
行
っ
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
委
員
か
ら
、
宇
土
市
地
域
公
共
交

通
会
議
設
置
条
例
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行

部
か
ら
、
宇
土
市
は
、
立
地
的
に
交
通
セ
ン

タ
ー
か
ら
宇
土
市
を
通
っ
て
宇
城
市
あ
る
い

は
八
代
市
へ
行
く
通
過
点
で
あ
り
、
な
か
な

か
宇
土
市
だ
け
で
の
考
え
で
は
で
き
な
い
部

分
が
あ
る
。
現
在
、
宇
土
市
を
終
点
と
す
る

路
線
が
４
路
線
あ
り
、
そ
の
路
線
に
つ
い
て
、

実
際
ど
の
よ
う
な
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
、
利
用
者
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、

市
内
の
商
業
施
設
や
医
療
機
関
、
公
共
施
設

等
に
お
い
て
も
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
集

計
中
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
集
計
・
分
析
し

て
、
宇
土
市
に
見
合
っ
た
交
通
体
系
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
検
討
し
た
上
で
、

公
共
交
通
会
議
で
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
で

き
る
だ
け
早
い
段
階
で
モ
デ
ル
的
に
も
取
り

組
み
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま

し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。 

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
関
係
３

議
案
、
予
算
関
係　

議
案
、
専
決
処
分
の
報

１１

告
及
び
承
認
関
係
１
議
案
、
そ
の
他
２
議
案

で
あ
り
ま
す
。

　

議
案
等
の
審
査
の
過
程
に
お
い
て
論
議
さ

れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
ず
、
公
共
下
水
道
事
業
の
利
率
７
・
１

％
か
ら
８
・
５
％
の
起
債
分
の
借
換
え
に
つ

い
て
、
償
還
の
残
余
期
間
で
低
利
へ
の
借
換

え
が
認
め
ら
れ
、
利
率
２
・
５
％
で
試
算
し

た
場
合
、
約
３
、
１
０
０
万
円
の
減
額
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
借
換
え
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
意
見
を
出
し
て
お
り
、
景

気
の
動
向
な
ど
を
見
な
が
ら
早
め
に
検
討
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
回
の

借
換
え
は　

年
度
の
み
な
の
か
と
の
質
疑
に

１９

対
し
、
執
行
部
よ
り
、
借
換
え
が
認
め
ら
れ

る
に
は
、
公
共
下
水
道
資
本
費
単
価
及
び
経

営
状
況
等
、
い
く
つ
か
の
条
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
毎
年
、
内
容
や
条

件
が
変
更
と
な
る
た
め
難
し
い
状
況
で
、
今

回
、
３
年
間
で
の
要
求
を
行
い
ま
し
た
が
、

借
換
え
の
要
件
を
満
た
さ
ず　

年
度
の
み
が

１９

対
象
と
な
り
ま
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
借
換
え
期
間
等
に
つ
い

て
、
他
市
の
状
況
を
調
査
し
、
報
告
す
る
よ

う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
木
課
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

の
避
難
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
よ
う
に
洪
水
・

高
潮
な
ど
の
被
害
想
定
図
で
あ
る
宇
土
市
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
の
で
、
各

世
帯
に
配
布
し
ま
す
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
第

７
号
、　

号
、　

号
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の

３２

４３

他
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
承
認
及
び
可
決
致
し
ま
し
た
。 

杉本信一委員長

　

３
月　

日
に
経
済
建
設
委
員
会
、　

日
に
文
教
厚
生
委
員
会
、　

日
に
総
務

１２

１３

１４

市
民
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

山村保夫委員長

総
務
市

総
務
市
民民

総
務
企
画
部
・
市
民
環
境
部
・
そ
の
他
を
所
管

経
済
建

経
済
建
設設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

報告委員会



１２うと市議会だより　第２１号

　

３
月
５
日
、
本
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
国

土
交
通
省
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
と
の
協
議
内

容
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

用
地
買
収
の
取
得
率
は
、
面
積
ベ
ー
ス
で
、

計
画
面
積
１
０
８
、
５
０
０
㎡
に
対
し　

、
９

９８

０
０
㎡
で
、
前
回
報
告
数
値
よ
り　

・
４
％
の

１３

伸
び
率
、
地
権
者
ベ
ー
ス
で
は
、　

人
に
対
し

８６

　

人
で
、
前
回
報
告
数
値
よ
り　

・
６
％
の
伸

６０

１４

び
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、　

月
末
か
ら
２

１１

月
末
ま
で
の
間
に
用
地
買
収
し
た
中
で
、
特
に

家
屋
等
の
買
収
で
補
償
費
を
必
要
と
し
た
物
件

は
、
宇
土
市
側
で
ハ
ウ
ス
１
件
、
熊
本
市
側
で

ハ
ウ
ス
１
件
、
倉
庫
１
件
で
あ
る
。
国
土
交
通

省
と
し
て
は
、
今
後
も
用
地
交
渉
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
が
、
用
地
費
に
係
る　

年
度
予

１９

算
の
１
割
程
度
は
、
平
成　

年
度
に
繰
り
越
す

２０

可
能
性
が
あ
る
。
工
事
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

緑
川
地
区
で
の
用
排
水
路
付
け
替
え
工
事
を
３

月　

日
ま
で
の
工
期
で
、
予
定
通
り
に
進
ん
で

２８
い
る
。
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
３
月
３
日
に
開
催

さ
れ
た
第
２
回
橋
梁
検
討
委
員
会
で
、
調
査
結

果
の
報
告
を
行
い
、
３
月
中
に
、
も
う
一
度
、

検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
橋
梁
タ
イ
プ

の
決
定
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
の
説
明

が
執
行
部
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で
論
議
さ

れ
た
主
な
内
容
と
し
て
、
ま
ず
、
委
員
よ
り
、

用
地
買
収
の
取
得
率
は
、
地
権
者
ベ
ー
ス
で
前

回
の
報
告
数
値
に
比
べ　

・
６
％
の
伸
び
率
で

１４

あ
る
が
、
ま
だ
約　

％
が
未
買
収
で
あ
り
、
早

３０

急
に
解
決
す
る
見
通
し
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

平
成　

年
度
の
予
算
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

２０

か
と
の
質
疑
に
対
し
、
国
土
交
通
省
の
説
明
で

は
、
今
の
と
こ
ろ
、
用
地
交
渉
が
困
難
な
ケ
ー

ス
は
な
く
、
買
収
で
き
る
所
か
ら
進
め
て
お
り
、

工
事
に
つ
い
て
も
取
り
掛
か
れ
る
所
か
ら
進
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
平
成　

年
度
予
算
に

２０

つ
い
て
は
、
今
国
会
通
過
後
に
記
者
発
表
す
る

と
聞
い
て
い
ま
す
と
の
説
明
が
執
行
部
よ
り
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
梁
建
設
に
つ
い
て
は
、

地
盤
沈
下
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
完
成
ま
で
に

相
当
、
時
間
が
か
か
る
た
め
、
早
く
調
査
、
設

計
、
工
事
を
行
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
用
地
交
渉

は
進
ん
で
も
肝
心
な
所
が
遅
れ
て
し
ま
う
。
さ

ら
に
、
漁
協
と
の
問
題
に
つ
い
て
も
早
め
に
交

渉
を
行
う
な
ど
、
視
野
を
広
げ
一
つ
一
つ
の
問

題
に
対
策
を
た
て
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
関
係　
１１

議
案
、
予
算
関
係
９
議
案
、
そ
の
他
２
議
案
、

陳
情
１
件
で
あ
り
ま
す
。

　

議
案
等
の
審
査
の
過
程
に
お
い
て
論
議
さ

れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
ず
、
宇
土
小
学
校
・
網
津
小
学
校
の
改

築
事
業
に
伴
う
改
築
検
討
委
員
会
の
件
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
委

員
の
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
と
の

質
疑
が
あ
り
、
２
月
の
教
育
委
員
会
で
改
築

検
討
委
員
会
の
要
綱
を
制
定
し
て
い
る
。
委

員
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
に
な
る

が
、
４
月
は
異
動
等
が
あ
り
校
長
先
生
を
含

め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
交
代
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
待
っ
て
進
め
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
要

綱
で
は
、　

人
以
内
と
し
て
い
る
の
で
、
広

２０

げ
す
ぎ
る
と
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
住

民
の
意
見
が
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

委
員
以
外
の
Ｏ
Ｂ
の
方
や
一
般
市
民
の
方
も

参
加
で
き
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
市
長
の
年
頭
の
挨
拶
で
「
教
育
立

市
」
を
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
委
員
よ

り
宇
土
市
の
教
育
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
推
進
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
る
た
め
に
、
教
育

委
員
会
と
各
教
育
現
場
と
の
早
急
な
話
し
合

い
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今
年
度
の

予
算
項
目
の
中
で
、「
教
育
立
市
」
を
目
的
と

し
た
特
徴
あ
る
予
算
付
け
を
さ
れ
た
の
か
。

と
の
質
疑
が
あ
り
、
予
算
的
に
は
大
き
な
額

で
は
な
い
が
、
市
独
自
の
特
別
支
援
教
育
経

費
や
不
登
校
対
策
と
し
て
の
自
立
支
援
教
室

の
指
導
員
経
費
、
そ
れ
に
来
年
度
か
ら
始
ま

る
住
吉
中
校
区
の
「
そ
ろ
ば
ん
の
時
間
」
経

費
な
ど
、
他
市
に
は
無
い
先
進
的
な
取
り
組

み
を
計
上
し
て
い
る
。
本
年
を
「
教
育
立
市

を
目
指
す
」
ス
タ
ー
ト
の
年
と
捉
え
て
い
る

の
で
、
今
後
、
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場
等

と
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、　

年
・
１
０
０

５０

年
先
を
見
据
え
た
基
本
計
画
等
を
作
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
・

陳
情
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

岩本廣海委員長

九谷新吾委員長

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会
報

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会
報
告告

文
教
厚

文
教
厚
生生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

報告委員会



１３ 平成２０年５月１５日

平成２０年第１回宇土市議会定例会議決結果一覧
【市長提出議案】

付託委員会議決の結果議決月日提案月日件　　　名番号

経済建設原案承認３月２１日３月４日
専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第２号　平成１９年度宇土市公共下水道事業特別会計補正
予算（第４号）について

第１号

総務市民原案可決〃〃宇土市長等の退職手当支給条例の一部を改正する条例について第２号

〃〃〃〃宇土市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて第３号

〃〃〃〃宇土市情報公開条例及び宇土市個人情報保護条例の一部を改正
する条例について第４号

〃〃〃〃宇土市手数料条例の一部を改正する条例について第５号
〃〃〃〃宇土市地域公共交通会議設置条例について第６号

経済建設〃〃〃宇土市企業振興促進条例の一部を改正する条例について第７号
総務市民〃〃〃宇土市税特別措置条例の一部を改正する条例について第８号

〃〃〃〃宇土市税徴収等の特例に関する条例の一部を改正する条例につ
いて第９号

文教厚生〃〃〃宇土市保育所負担金徴収条例の一部を改正する条例について第１０号
〃〃〃〃宇土市こども医療費助成条例について第１１号
〃〃〃〃宇土市乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例について第１２号
〃〃〃〃宇土市長浜福祉館条例について第１３号

〃〃〃〃宇土市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正す
る条例について第１４号

〃〃〃〃宇土市障害者就労継続支援Ｂ型施設条例を廃止する条例につい
て第１５号

〃〃〃〃財産の譲与について第１６号
〃〃〃〃宇土市後期高齢者医療に関する条例について第１７号
〃〃〃〃宇土市国民健康保険条例の一部を改正する条例について第１８号

〃〃〃〃宇土市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条
例について第１９号

経済建設〃〃〃宇土市轟泉資料館条例について第２０号

〃〃〃〃宇土市営住宅条例及び宇土市特定公共賃貸住宅条例の一部を改
正する条例について第２１号

文教厚生〃〃〃特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について第２２号

〃〃〃〃宇土市民会館条例の一部を改正する条例について第２３号

〃〃〃〃宇土市民会館耐震補強等改修建築工事の変更請負契約の締結に
ついて第２４号

経済建設〃〃〃和解及び損害賠償額の決定について第２５号
総務市民
経済建設
文教厚生

〃〃〃平成１９年度宇土市一般会計補正予算（第５号）について第２６号

文教厚生〃〃〃平成１９年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）に
ついて第２７号

経済建設〃〃〃平成１９年度宇土市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）に
ついて第２８号

〃〃〃〃平成１９年度宇土市公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）に
ついて第２９号

文教厚生〃〃〃平成１９年度宇土市介護保険特別会計補正予算（第５号）につい
て第３０号

経済建設〃〃〃平成１９年度宇土市水道事業会計補正予算（第２号）について第３１号
総務市民
経済建設
文教厚生

〃〃〃平成２０年度宇土市一般会計予算について第３２号

文教厚生〃〃〃平成２０年度宇土市国民健康保険特別会計予算について第３３号
経済建設〃〃〃平成２０年度宇土市簡易水道事業特別会計予算について第３４号

〃〃〃〃平成２０年度宇土市北段原土地区画整理事業特別会計予算につい
て第３５号

文教厚生〃〃〃平成２０年度宇土市奨学基金特別会計予算について第３６号
経済建設〃〃〃平成２０年度宇土市公共下水道事業特別会計予算について第３７号
文教厚生〃〃〃平成２０年度宇土市老人保健医療特別会計予算について第３８号
経済建設〃〃〃平成２０年度宇土市土地取得特別会計予算について第３９号
文教厚生〃〃〃平成２０年度宇土市介護保険特別会計予算について第４０号

経済建設〃〃〃平成２０年度宇土市漁業集落排水施設整備事業特別会計予算につ
いて第４１号

文教厚生〃〃〃平成２０年度宇土市後期高齢者医療特別会計予算について第４２号
経済建設〃〃〃平成２０年度宇土市水道事業会計予算について第４３号

〃３月４日３月４日平成１９年度宇土市一般会計補正予算（第６号）について第４４号

経済建設〃３月２１日３月７日鹿児島本線宇土駅構内自由通路新設工事の施行に関する協定の
締結について第４５号

原案同意〃３月２１日宇土市副市長の選任について第４６号
原案答申〃〃人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて諮問第１号
原案答申〃〃人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて諮問第２号



１４うと市議会だより　第２１号

平成２０年第１回定例会陳情議決結果

議決結果付託委員会請　願　・　陳　情　の　件　名受理番号

採択文教厚生
ハンセン病問題の真の解決と国立ハンセン病療養
所菊池恵楓園の存続、医療・福祉の充実を国に求
める意見書採択の陳情書

平成２０年
１陳　情

　市のホームページで、本会議の議事録を公開して
おります。
　公開内容は、本会議（定例会・臨時会）の議事録で
す。
［アドレス］http://www.city.uto.kumamoto.jp
［お問い合せ］０９６４－２２－１１１１　内線２６１１

　本会議の議事録（冊子）は、市情報公開コーナー
（市役所１階ロビー）、市立図書館で閲覧できます。
　なお、平成２０年第１回定例会の議事録は、次回、
平成２０年第２回定例会以降、閲覧可能です。

◎生中継（ライブ放送）
　議会開会中、本会議（定例会・臨時会）の模様を
生中継で市役所１階ロビー・網津支所・網田支所に
設置されているテレビモニターでご覧になれます。
　

［お問い合せ］０９６４－２２－１１１１　内線２６１１

市議会 かか らら のの お 知 らせ解
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編 集 後 記

　平成２０年第１回定例会も無事に終了し、

市政は新年度事業の本格的活動が始まっ

たところです。

　今年は、ちょうど市制施行５０周年の節

目の年に当たり、盛りだくさんの記念行

事も予定されています。議会といたしま

しても事業の全面協力はもとより、議会

活動広報については、親しまれる広報紙

となるよう、委員一同なお一層の努力を

いたしてまいりますので、ご愛読の程、

よろしくお願い申し上げます。

 編集委員会　

【議員提出議案】
議決の結果議決月日提案月日件　　　名番号
原案可決３月４日３月４日道路整備財源の確保に関する意見書について発議第１号
〃〃〃道路整備財源の確保に関する要望書について発議第２号

〃３月２１日３月２１日ハンセン病問題基本法の制定と国立ハンセン病療養所菊池恵楓
園の存続、医療・福祉の充実を求める意見書発議第３号

【報告】
報告月日件　　　　　　名報告番号
３月４日専決処分の報告について　専決第１８号　損害賠償額の決定について第１号
３月４日専決処分の報告について　専決第１号　訴えの提起について第２号

６月９日　開会

　　１０日　特別委員会

１１〜１３日　質疑・一般質問

　　１６日　総務市民委員会

　　１７日　経済建設委員会

　　１８日　文教厚生委員会

　　２４日　閉会

６月定例会
会期日程

（会期１６日間）




